






























































































































域は安定定常解。 Heldand Suarez (1974)より。
1.15 1.10 1.05 1.00 
(2) s=子馴














































































































































































































A 1 b(2.071 -2100) 
-20C3hA(1971-2000) 
為朝時



























不透明になり、有効射出高度は 150mほど上昇する。 rに対流圏の典型値 6.5K/kmを用いる


















な要素は、 C02濃度(G= log2 CO2で定義する)に加えて、水蒸気q、雪氷被覆I、雲量C、で
ある。従って、 0次元EBMの平衡解は

























ρ 8H(θIS dR i des(T) / dR 
β=一一|一一一一|一一一一/一一 (10) 
r-q p lθqθq) dT /δT 
と書き直せる。ここでesはクラウジウス・クラベイロンの関係で決まる飽和水蒸気圧で、ある。
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である。 2006年 9月現在、 61，623台の PC上で数値実験が実行されている(文献リストに
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